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小学生アンケート結果    ～平成 21年度調査との比較～ 

1．あなた自身のことについて 

問1 あなた自身のことについて、次の項目ごとにあてはまるものをそれぞれ１つ選ん

で、番号に〇をつけてください。 

(ア) 学校 

(イ) 性別 

※2/9返送分まで反映 

48.8 

49.4 

47.5 

50.6 

2.1 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

男子 女子 回答したくない（R1のみ） 無回答



2 

2．学校のまわりの環境について 

問2 あなたは、環境について関心がありますか。あてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

 最も割合が高いのは、「少し関心がある」で42.8％となっており、次いで「とても関

心がある」が18.5％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「とても関心がある」の割合が増加している。 

18.5 

9.9 

42.8 

48.5 

18.3 

25.4 

7.3 

11.4 

1.3 

3.8 

9.1 

2.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

とても関心がある 少し関心がある どちらでもない

あまり関心がない まったく関心がない わからない（R1のみ）

無回答



3 

問3 上の問２で、「とても関心がある」か「少し関心がある」に〇をつけた方におたず

ねします。あなたの関心のある環境問題はどんなことですか。あてはまる番号す

べてに〇をつけてください。 

 最も割合が高いのは、「ポイ捨てなどのごみの問題について」で75.3％となっており、

次いで「気温の上昇などの地球温暖化について」、「川や池などの水のきれいさや、よ

ごれについて」が66.4％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「空気のきれいさや、においについて」や「森林や農

地が減っていることについて」の割合が特に増加している。 

55.3 

66.4 

31.1 

55.7 

66.4 

17.0 

75.3 

32.3 

12.8 

43.4 

18.7 

1.3 

28.0 

68.5 

45.0 

54.5 

13.5 

10.5 

62.0 

21.0 

20.0 

9.5 

2.0 

0.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

空気のきれいさや、においについて

気温の上昇などの地球温暖化について

原子力発電所事故や放射能

野生の動物や植物について

川や池などの水のきれいさや、よごれについて

まちの静かさについて

夜のまちの明かり（H21のみ）

騒音や振動問題（H21のみ）

ポイ捨てなどのごみ問題について

家のごみを減らすことについて（R1のみ）

近くの公園や広場の多さについて

森林や農地が減っていることについて

道路の渋滞について

その他（H21のみ）

無回答

令和元年度（235人）
平成21年度（200人）
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問4 家や学校のまわりの環境について、普段感じていることを次の番号から選んで、

あてはまる番号すべてに〇をつけてください。 

 最も割合が高いのは、「野鳥や昆虫を見たり鳴き声を聞いたりすることが多い」で

55.4％となっており、次いで「家の周りの空気は、きれいな方だと思う」が51.2％

となっている。 

 平成 21 年度の結果と比較して、「野鳥や昆虫を見たり鳴き声を聞いたりすることが

多い」、「ごみがきちんと分別されて出されている」の割合が特に減少している。 

50.7 

55.4 

28.7 

25.6 

51.2 

37.9 

48.6 

15.7 

50.7 

15.9 

46.0 

36.8 

29.2 

6.0 

7.6 

56.1 

71.6 

39.2 

30.4 

23.7 

44.2 

60.2 

27.8 

47.7 

33.6 

8.5 

69.9 

14.9 

9.4 

1.8 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家のまわりには、緑豊かな自然が多くある

野鳥や昆虫を見たり鳴き声を聞いたりすることが多い

水辺で、魚などの生き物をよく見かける

水辺はあるが、魚などの生き物はあまり見かけない

（H21のみ）

自然のいい香りがする

ときどき嫌なにおいがする（H21のみ）

家のまわりの空気は、きれいな方だと思う

自動車の排気ガスが気になる

家のまわりは、静かな方だと思う

自動車や工場・店からの音やにおいが気になる（R1の

み）

車の騒音が気になる（H21のみ）

工場や店からの騒音が気になる（H21のみ）

ごみがきちんと分別されて出されている

タイヤやテレビなどが捨てられているのを見かける

ごみの回収場所では、ごみが散らかっていることが多い

（H21のみ）

いつでも遊べる楽しい自然の場所がある(R1のみ）

文化財など、歴史や文化が残っている（R1のみ）

みんなが力を合わせて環境をよくしている（R1のみ）

その他

無回答

令和元年度（383人）
平成21年度（342人）
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問5 家や学校のまわりの環境について、これからどのようなことが大切だと思います

か。①～⑬の項目すべてについて、それぞれ 1 つ選んで、番号に○をつけてくだ
さい。 

【自然環境】 

① 空気のきれいさ 

 「重要」が 77.8％、「やや重要」が 14.9％となっており、合計で 92.7％が重要で

あると回答している。 

 平成21年度の結果と比較して、「重要」の割合が増加している。 

② まわりの静かさ 

 「重要」が 26.9％、「やや重要」が 40.2％となっており、合計で 67.1％が重要で

あると回答している。 

77.8 

67.8 

14.9 

22.5 

4.4 

7.3 

0.5 

0.6 

0.3 

1.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

26.9 

29.2 

40.2 

38.6 

23.0 

23.7 

4.7 

4.4 

2.9 

4.1 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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③ 川や池のきれいさ 

 「重要」が 71.5％、「やや重要」が 19.1％となっており、合計で 90.6％が重要で

あると回答している。 

 平成21年度の結果と比較して、「重要」の割合が増加している。 

④ 鳥や昆虫などの生きものの多さ 

 「重要」が 46.0％、「やや重要」が 30.3％となっており、合計で 76.3％が重要で

あると回答している。 

 平成21年度の結果と比較して、「重要」の割合が増加している。 

71.5 

64.0 

19.1 

20.2 

4.4 

10.2 

2.3 

2.3 

0.5 

3.2 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

46.0 

39.5 

30.3 

30.1 

14.4 

19.3 

3.1 

7.0 

3.1 

4.1 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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⑤ まわりの緑の多さ 

 「重要」が 57.7％、「やや重要」が 25.8％となっており、合計で 83.5％が重要で

あると回答している。 

⑦ まわりの広場や公園 

 「重要」が 43.9％、「やや重要」が 33.4％となっており、合計で 77.3％が重要で

あると回答している。 

 平成21年度の結果と比較して、「重要」、「やや重要」の割合が増加している。 

57.7 

56.4 

25.8 

27.8 

10.2 

9.6 

2.1 

2.0 

1.0 

4.1 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

43.9 

38.6 

33.4 

27.5 

12.5 

19.9 

5.0 

5.6 

1.6 

8.5 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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【生活環境】 

⑧ ごみ出し、ポイ捨てなどのマナーのよさ 

 「重要」が 80.9％、「やや重要」が 11.0％となっており、合計で 91.9％が重要で

あると回答している。 

 平成21年度の結果と比較して、「重要」の割合が増加している。 

⑩ 電車やバスの便利さ 

 「重要」が 41.8％、「やや重要」が 29.2％となっており、合計で 71.0％が重要で

あると回答している。 

 平成21年度の結果と比較して、「重要」の割合が増加している。 

80.9 

71.6 

11.0 

17.0 

4.7 

8.2 

1.0 

0.0 

0.5 

3.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

41.8 

33.3 

29.2 

30.1 

17.0 

25.7 

7.0 

4.4 

2.6 

6.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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⑪ 歩きやすさ、自転車の乗りやすさ 

 「重要」が 47.3％、「やや重要」が 29.0％となっており、合計で 76.3％が重要で

あると回答している。 

⑫ 嫌なにおいがしない 

 「重要」が 66.8％、「やや重要」が 18.5％となっており、合計で 85.3％が重要で

あると回答している。 

 平成21年度の結果と比較して、「重要」、「やや重要」の割合が増加している。 

47.3 

52.0 

29.0 

24.3 

13.6 

13.7 

5.0 

5.8 

2.6 

4.1 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答

66.8 

60.8 

18.5 

16.4 

8.1 

17.3 

2.3 

1.5 

2.1 

4.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

重要 やや重要 どちらとも言えない

あまり重要ではない 重要ではない 無回答
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3．日常生活の取り組みについて 

問6 あなたは日常生活でどんなことに取り組んでいますか。①～⑮の項目すべてにつ

いて、それぞれ１つ選んで、番号に○をつけてください。 

【地球環境】 

① テレビや部屋の電気などのスイッチはこまめに切るようにしている 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で47.0となっており、次いで「ときどきし

ている」が44.9％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「いつもしている」の割合が増加している。 

② 暖房や冷房の温度はひかえめにしている 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で43.3％となっており、次いで「ときどき

している」が39.4％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「いつもしている」の割合が増加している。 

47.0 

39.2 

44.9 

50.6 

5.0 

9.1 

2.1 

1.2 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答

43.3 

33.0 

39.4 

40.1 

10.2 

21.9 

6.3 

5.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答
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③ 物を大事に使っている 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で61.4％となっており、次いで「ときどき

している」が34.2％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「いつもしている」の割合が増加している。 

⑤ 歯磨きや手洗い、シャワーを使うときは、水をだしっぱなしにしない 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で65.3％となっており、次いで「ときどき

している」が25.8％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「いつもしている」の割合が減少し、「ときどきして

いる」の割合が増加している。 

61.4 

46.5 

34.2 

41.8 

1.8 

7.9 

0.5 

3.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答

65.3 

72.8 

25.8 

15.5 

5.5 

9.4 

2.1 

2.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答
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⑥ 買物をしたとき、マイバッグを持っていき、レジ袋をもらわないようにしている 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で46.2％となっており、次いで「ときどき

している」が34.7％となっている。 

【生活環境】 

⑦ ごみは「燃えるごみ」「容器包装プラスチック」などに分けて出している 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で70.0％となっており、次いで「ときどき

している」が19.1％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「いつもしている」の割合が増加している。 

46.2 

46.2 

34.7 

33.3 

11.0 

11.4 

7.3 

9.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答

70.0 

61.7 

19.1 

20.5 

3.4 

5.6 

6.8 

12.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答
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⑧ ポイ捨てをしないようにしている 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で87.2％となっており、次いで「ときどき

している」が9.4％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「いつもしている」の割合が増加している。 

⑨ 食べ残しをしないようにしている 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で55.4％となっており、次いで「ときどき

している」が39.7％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「いつもしている」の割合が増加している。 

87.2 

71.1 

9.4 

21.9 

1.0 

5.3 

1.3 

1.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答

55.4 

44.7 

39.7 

39.5 

2.1 

13.2 

1.6 

2.6 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答
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⑩ ノートや鉛筆などを買うときは、リサイクル製品（再生紙など）を買うようにしてい

る 

 最も割合が高いのは、「ときどきしている」で36.8％となっており、次いで「わから

ない、あてはまらない」が23.8％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「ときどきしている」の割合が増加している。 

⑪ 家で、花や木を育てている 

 最も割合が高いのは、「いつもしている」で51.2％となっており、次いで「ときどき

している」が22.2％となっている。 

 平成21年度の結果と比較して、「いつもしている」の割合が減少し、「ときどきして

いる」の割合が増加している。 

18.5 

16.1 

36.8 

29.2 

23.8 

25.1 

20.1 

29.5 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答

51.2 

63.5 

22.2 

15.2 

18.3 

13.7 

7.0 

7.6 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答
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⑭ 犬などペットの散歩中は、フンを持ち帰っている 

 最も割合が高いのは、「わからない、あてはまらない」で62.1％となっており、次い

で「いつもしている」が22.7％となっている。 

22.7 

17.8 

5.5 

6.7 

7.8 

6.4 

62.1 

69.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度（383人）

平成21年度（342人）

いつもしている ときどきしている

していない わからない、あてはまらない

無回答


